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神戸国際中学校・高等学校 河野記念アルモニホール　竹中工務店

　神戸特有の明石海峡や淡路島をのぞむ清閑な神戸市須磨の
丘陵地に位置する女子中高一貫の本校は、開校より今日に至る
まで、コンクリート打放しを基調とした素材美を有するキャンパ
ス計画がなされてきた。本計画は、講堂としても利用可能なバス
ケットコート1面分の体育館、そして教員室、倉庫、便所からなる
付属施設の計画である。体育館は機能上、周辺環境に対して閉
鎖的な空間になりがちであるが、今回は、木架構を取り入れるこ
とで、可能な限り豊かな周辺環境と呼応する建築を目指した。
　計画にあたり既存棟につながる南面はキャンパスの景観に配
慮し高さ6m、長さ46mのコンクリート壁、北側の豊かな生態系
を有する里山に対しては長大スパン20mの木架構とし対比的な
構成とした。構造形式も、北面を除く三方をコンクリート壁で水
平力を完全に負担し、木の屋根架構の水平剛性を高めること
で、北面の木柱は鉛直荷重のみを負担するように計画し、空間
構成と合致したものとした。
　木架構の北面に十分な開口を設けることで、夏の北からの心
地よい風がふき、法面にリバウンドした安定した光で満たされ、
外部にあふれる里山の緑へとつながってゆく場を実現している。
　視覚的な連続性のみならず、光や風といった自然環境の面で
も、また構造形式、動線計画においても周辺環境を最大限読み
解いた、多様な選択性もつ、環境に開かれた建築である。

撮影：稲住泰広（表紙・上）・母倉知樹（下）

完成年月：2011年5月
構造規模：RC＋W造　地上1階
敷地面積：47659.65㎡
建築面積：848.07㎡
延床面積：742.95㎡

■建物データ
建 築 主：学校法人 睦学園
設　　計：株式会社 竹中工務店
施　　工：株式会社 竹中工務店
所 在 地：神戸市須磨区高倉台7-21-1
用　　途：体育館・講堂



　

建
築
家
・
鬼
頭
梓
︵
一
九
二
六
～
二
〇
〇
八
年
︶

が
亡
く
な
っ
て
四
年
が
経
つ
。
私
事
な
が
ら
、
生
前

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
縁
あ
っ

て
、氏
の
建
築
を
巡
り
歩
い
て
批
評
文
を
記
し
た
り
、

晩
年
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
時
間
も
い
た
だ
い
た
。

そ
ん
な
中
か
ら
、
鬼
頭
が
数
多
く
手
が
け
た
図
書
館

こ
そ
、
建
築
が
公
共
的
な
使
命
を
果
た
す
こ
と
の
で

き
る一つ
の
試
金
石
と
な
る
空
間
で
あ
る
と
の
思
い
を

強
く
し
た
。
な
ぜ
図
書
館
な
の
か
。
私
た
ち
は
、
日

常
生
活
の
中
に
当
り
前
の
よ
う
に
あ
る
図
書
館
と
い

う
存
在
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
誰
も
が
自
由
に
開
架
書
棚

を
閲
覧
し
、
館
外
へ
借
り
出
す
こ
と
も
で
き
る
図
書

館
は
戦
前
に
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
争
に
加
担

し
た
戦
前
の
図
書
館
へ
の
反
省
か
ら
、
戦
後
、
民
主

主
義
を
育
て
る
た
め
に
、
進
駐
軍
が
推
し
進
め
た
図

書
館
改
革
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
の
国
へ
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
、
日

本
図
書
館
協
会
が
定
め
た
﹁
図
書
館
の
自
由
に
関

す
る
宣
言
﹂
に
は
、
次
の
よ
う
な
図
書
館
の
任
務
が

今
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
﹁
す
べ
て
の
国
民
は
、
い
つ
で
も
そ
の
必
要
と
す
る

資
料
を
入
手
し
利
用
す
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権

利
を
社
会
的
に
保
障
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
知
る

自
由
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
図
書
館
は
、
ま
さ

に
こ
と
こ
と
に
責
任
を
負
う
機
関
で
あ
る
。︵
中
略
︶

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
図
書
館
が
国
民
の
知
る
自
由

を
保
証
す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
に
対
す
る
﹁
思
想

善
導
﹂
の
機
関
と
し
て
、
国
民
の
知
る
自
由
を
妨
げ

る
役
割
さ
え
果
た
し
た
歴
史
的
事
実
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
図
書
館
は
、こ
の
反
省
の
上
に
、

国
民
の
知
る
自
由
を
守
り
、
ひ
ろ
げ
て
い
く
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。﹂

　
こ
の
よ
う
な
戦
後
精
神
に
支
え
ら
れ
て
誕
生
し
た

図
書
館
の
歩
み
に
沿
う
か
の
よ
う
に
、
鬼
頭
の
仕
事

は
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務

所
時
代
に
担
当
し
た
﹁
神
奈
川
県
立
図
書
館
・
音

楽
堂
﹂︵
一九
五
四
年
︶
に
は
じ
ま
り
、﹁
国
立
国
会

図
書
館
﹂︵
一
九
六
一
年
︶
を
経
て
、
独
立
後
の
実

質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
る
﹁
東
京
経
済
大
学
図

書
館
﹂︵
一九
六
八
年
︶
か
ら
﹁
函
館
市
立
図
書
館
﹂

︵
二
〇
〇
五
年
︶
に
至
る
ま
で
、
そ
の
数
は
三
〇
を

超
え
る
。
今
回
、
そ
う
し
た一
連
の
図
書
館
の
中
か

ら
紹
介
し
た
い
の
は
、
戦
後
的
な
公
共
図
書
館
の

記
念
碑
と
も
言
わ
れ
る
﹁
日
野
市
立
中
央
図
書
館
﹂

︵
一
九
七
三
年
︶
で
あ
る
。
こ
の
四
月
、
十
四
年
ぶ

り
に
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
豊
田
駅
か
ら
徒
歩
で
現
地
に
近

づ
く
と
、
の
ど
か
だ
っ
た
周
囲
の
田
園
地
帯
は
区
画

整
理
が
進
ん
で
急
速
に
宅
地
化
し
、
前
面
道
路
も

拡
幅
さ
れ
て
、
風
景
は一変
し
て
い
た
。
し
か
し
、
図

書
館
は
同
じ
姿
で
変
わ
ら
ず
に
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ま

た
、
激
し
く
雨
の
降
る
最
悪
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
市
民
が
静
か
に
本
と
向
き
合
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
延
床
面
積
約

二
千
二
百
㎡
の
図
書
館
は
今
で
は
小
ぶ
り
な
建
物
で

あ
り
、
焼
き
過
ぎ
レ
ン
ガ
の
積
ま
れ
た
外
観
も
ど
こ

ま
で
も
控
え
目
で
寡
黙
な
表
情
だ
。
小
さ
な
玄
関

か
ら
中
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
、
大
き
な
吹
き
抜
け

の
あ
る
開
架
室
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
子
供
サ
イ
ズ
の
か

わ
い
ら
し
い
閲
覧
机
と
椅
子
が
並
ぶ
児
童
室
が
、
Ｌ

型
に
中
庭
を
取
り
囲
ん
で
広
が
る
。
ど
こ
に
も
特
異

な
デ
ザ
イ
ン
は
施
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
ご
く
ご
く
当

た
り
前
の
空
間
が
あ
る
だ
け
だ
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ

に
は
、
何
か
確
信
の
よ
う
な
考
え
方
が
隅
々
に
ま
で

込
め
ら
れ
て
お
り
、
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
が
人
々
の
日

常
的
な
本
と
の
交
流
を
自
然
な
も
の
と
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
る
。
こ
の
建
物
が
竣
工
し
た
際
、
鬼
頭

は
、﹁
日
野
市
立
図
書
館
の
活
動
と
そ
の
歴
史
と
は
、

私
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
驚
異
で
あ
っ
た
﹂︵﹃
新
建
築
﹄

一
九
七
三
年
八
月
号
︶
と
記
し
て
い
る
。
彼
は
何
に

驚
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
野
の
図
書
館
は
、
一九
六
五
年
、
一台
の
車
に
よ

る
移
動
図
書
館
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
活
動
の

中
心
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
図
書
館
の
視
察
経
験
を
経

て
日
野
市
に
招
か
れ
、﹁
本
当
の
図
書
館
﹂
を
日
本

で
も
実
現
さ
せ
よ
う
と
志
し
た
館
長
の
前
川
恒
雄
が

い
た
。
彼
は
、
建
物
が
な
い
中
で
、
ま
ず
人
々
の
身

近
な
場
所
に
図
書
を
運
び
届
け
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
、
と
発
想
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次

第
に
本
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
人
々
の
要
求
に
応
え

て
あ
ち
こ
ち
の
建
物
に
間
借
り
を
し
た
後
、
最
初
に

つ
く
ら
れ
た
の
は
払
い
下
げ
を
受
け
た
都
電
の
車
両

を
改
造
し
た
児
童
図
書
館
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地

道
で
精
力
的
な
図
書
館
活
動
を
踏
ま
え
て
、
満
を

持
し
て
建
設
が
計
画
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
中
央
図
書

館
な
の
で
あ
る
。
前
川
館
長
は
、
鬼
頭
の
手
が
け

た
﹁
東
京
経
済
大
学
図
書
館
﹂
を
見
て
、
こ
の
人

し
か
い
な
い
と
直
感
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、﹁
中
央

図
書
館
の
設
計
方
針
﹂
と
し
て
、﹁
新
し
い
図
書
館

建
築
の
道
標
と
な
る
図
書
館
﹂、﹁
親
し
み
や
す
く
、

入
り
や
す
い
図
書
館
﹂、﹁
歳
月
を
経
る
ほ
ど
美
し

く
な
る
図
書
館
﹂
と
い
っ
た
目
標
を
掲
げ
る
。
こ
れ

を
受
け
取
っ
た
鬼
頭
は
、移
動
図
書
館
に
乗
り
込
み
、

眼
に
し
た
光
景
を
次
の
よ
う
に
記
す
の
で
あ
る
。

　
﹁
青
空
の
下
で
、
こ
の
小
さ
な
広
場
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
本
の
市
場
に
は
、
あ
の
図
書
館
に
入
る
時
に

す
っ
と
背
中
に
吹
き
こ
ん
で
く
る
よ
そ
よ
そ
し
さ
な
ど

は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。
私
は
こ
の
光
景
に
感
動
し
、

し
か
し
や
が
て
そ
れ
は
あ
る
困
惑
に
変
わ
っ
て
行
っ
た
。

こ
の
光
景
を
、
こ
の
生
き
生
き
と
し
た
日
常
の
光
景

を
、
建
築
に
移
し
か
え
る
方
法
を
、
い
っ
た
い
私
た
ち

は
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
⋮
。﹂

　

こ
う
し
て
、
鬼
頭
は
、﹁
前
川
館
長
の
意
図
を
、

そ
の
細
部
に
わ
た
っ
て
忠
実
に
実
現
し
よ
う
と
努
力

し
た
。
そ
れ
の
み
が
こ
の
生
き
生
き
と
し
た
活
動
に

応
え
得
る
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
。﹂
と
も
記
し
て
い

る
。
前
川
恒
雄
の
思
い
と
長
い
闘
い
、
鬼
頭
梓
の
感

動
と
謙
虚
な
設
計
姿
勢
が
あ
っ
て
、
こ
の
図
書
館
は

誕
生
す
る
。
そ
の
空
間
に
流
れ
る
心
地
よ
い
緊
張
感

は
、
そ
こ
に
こ
そ
由
来
す
る
の
だ
と
思
う
。

松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。
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記憶の建築
松隈　洋

日野市立中央図書館　1973 年
図書館に込めた戦後精神の形

中庭に面した 1 階開架室

東側の崖下から図書館を見上げる



　本稿では、社会資本として重要な役割を担う民
間病院のストック再生について、設備リニューア
ルの実例を通して触れていきます。高齢社会の本
格化とともに病院へのニーズはますます高まって
いくものの、国の予算削減の流れもあり民間病院
の経営は非常に厳しいものがあります。こういっ
た状況の中で、われわれ技術者が病院経営者の
ニーズに応えることは、社会の要請にダイレクト
に関わることだと感じます。国内における民間病
院の建設は、1970 年代初頭から 1990 年代初頭に
かけてピークを迎えました。しかしながら、築後
20 年から 40 年を迎えたこれらの病院は、そのほ
とんどの設備が経年劣化で機能不全に至っている
と思われます。ここでは、私自身が 2005 年に設備
リニューアルに携わった事例について紹介します。

1. 設備リニューアルに至るきっかけおよび経過

　本稿の対象となる病院は、東大阪市にある
1980 年竣工の外科・内科系の中堅病院です。規
模は、地下1階・地上5階建て、延床面積約3,500㎡、
ベッド数 100 床、外来患者 400 人／日です。医療
生活協同組合が中心となった病院で、地域に根ざ
した医療を実践しています。
私は、新築時に設備設計及び工事監理を手がけた
こともあって、2003 年 11 月に病院から設備に関
する相談を受けました。竣工後 23 年が経過して
いることから、経営責任者及び設備保守担当者よ
り劣化診断調査の依頼がありました。目視とヒア
リングを中心とした設備一次劣化診断を実施し、
翌 12 月には報告書を提出しました。その結果、
リニューアル工事を実施することが決定されまし
た。リニューアル工事は、病院を使いながら行う
ことを前提としました。実施設計終了後の 2004
年 10 月の施工者選定後工事に着手し、2005 年 7
月無事竣工に至りました。

2. 設備リニューアルの内容

　設備リニューアルの項目は以下の通りです。
 1. 給水設備：高架水槽方式→加圧送水方式に変

更、給水弁更新、屋外露出配管部の保温外装
更新

 2. 給湯設備：蒸気ボイラ→真空式温水ボイラに
変更、給湯ポンプ更新、給湯弁更新、屋外露
出配管部の保温外装更新

 3. 排水通気設備：全排水管のジェット洗浄、排

水ポンプ更新
 4. 空調熱源設備：吸収式冷温水機・冷却塔・空

調循環ポンプの更新
 5. 空調機設備：外気処理空調機・厨房空調機・

RI 空調機のオーバーホール、ファンコイルユ
ニット更新

 6. 空調配管設備：冷温水・冷却水配管に磁化装
置取付、ドレン管のジェット洗浄

 7. 空調ダクト設備：外気処理ダクト内の清掃
 　　　　　　　　（埃だし）
 8. 換気設備：全ての換気ファン・換気扇類の更新
 9. 自動制御設備：全自動制御機器の更新
10. 高圧引込み設備：引込み開閉器・高圧ケーブ

ルの更新
11. 受変電設備：キュービクルの機器更新及び塗

り替え
12. 弱電設備：機器の更新
13. 避雷針設備：支持管の更新
14. 防災設備：機器の更新

3. 設備リニューアル工事

　工事期間は、2005 年 1 月～ 7 月の 6 ヶ月間で
した。空調機器類の更新については、冷暖房期間
を外しました。当然のことながら、受変電機器更
新による停電時期の設定と対策、給水設備の更新
による断水時間の短縮等さまざまな制約がありま
した。こうした制約を乗り越えるために工事着手
に当たっては、ゼネコンと設備サブコンを交えた
綿密な協議を行いました。
　まず給水設備については、受水槽が 1999 年に
更新されていたため、高架水槽方式から加圧送水
方式への変更のみとしました。高架水槽への揚水
管と高架水槽からの給水主管が兼用となっている
配管方式であったため、受水槽横のポンプ室の揚
水ポンプを加圧送水装置に置き換えることで工事
を済ませることができ、断水時間も半日程度で納
まりました。殆どが閉止機能を失っている各分岐
の給水弁（一般的には 15 年経過したものの大半
が閉止できない）は、各エリアのファンコイルユ
ニットの更新時に断水し取り替えました。
　給湯設備については、既存は貫流型蒸気ボイラ
からの蒸気を貯湯槽で熱交換して中央循環方式で
供給する方式でした。メーカーの診断では貫流型
蒸気ボイラがいつ故障で機能停止するかわからな
いと病院側に報告されていました。そこで今回の
設計では、イニシャル及びランニングコストを比

較検討し、真空式温水機に置き換えることとしま
した。
　排水通気設備については、既存の配管材がター
ルエポキシ樹脂塗装鋼管（地中埋設部、屋外排水
を除く）でした。想定耐用年数は 40 年ですが、
サンプリングや内視鏡により内部は耐用可能と判
断し、今回は全排水管のジェット洗浄を実施しま
した。各種排水の水中ポンプは、年数的に寿命と
判断して、更新することにしました。
　空調設備については、既存が都市ガス焚き吸収
式冷温水機＋外気処理空調機（AHU）＋ファン
コイルユニットが主たる方式で、個別系統として
電気空冷ヒートポンプ型空調機（EHP）を分散
配置する方式としていました。熱源機器の吸収式
冷温水機や冷却塔、各循環ポンプの劣化が著しく、
運転効率もかなり低下しているため、全面的に更
新することにしました。冷暖房期間外の中間期に
おける既存撤去、更新機器搬入据付工事となりま
した。
　冷温水、冷却水系統の配管の内部は相当の錆と
スケールの発生が推定されました。そこで、永久
磁石による冷温水・冷却水の磁化により、赤錆か
ら黒錆への転換によって錆を進行させないように
し、スケール除去のために磁化装置を組込み、配
管の延命を計ることとしました。また、空調のド
レン管には相当の埃があるものと考え、ジェット
洗浄を実施しました。
　外気処理空調機は、ランニングコスト節約のた
め長期間にわたって休止していました。空気環境
の観点から運転が必須であることを申し入れ、休
止によりたまったダクト内の埃を清掃除去しまし
た。ファンコイルユニットの更新に当たっては、
各階毎に順次患者さんに移動していただいた上で
の工事となりました。工事騒音低減のために室内
を閉め切る必要がありました。そういった中での
ダクト清掃工事は、作業員への負担が大きく改善
の余地があると感じました。
　換気設備については、機器全てが耐用年数を大
幅に過ぎており、全て更新することとしました。
更新前は能力低下による換気不足が明らかだった
のですが、更新後は見違えるように感じました。
　ファンコイルユニットと外気処理空調機、厨房
空調機は吸収式冷温水機から供給される冷温水に
より冷暖房を行っておりました。冷やし過ぎや暖
め過ぎを防止し、最適な温度をキープするために
は冷温水の水量調節とセンサーを組み合わせる必
要があります。また、冷房と暖房ではセンサーの
設定と制御駆動を逆とする必要があり、配管セン
サーを設けて冷房または暖房の区別を自動的に行
なう必要があります。こうした自動制御設備は
1980 年の竣工時に盛り込まれていたものの、診
断時にはその機能が失われていることが判明しま
した。この機能は、快適性のみならず省エネルギー
も実現してくれる空調設備にとってはかなり大事
なものと言えます。今回の工事ではこの自動制御

設備も全て更新対象としました。
　電気設備については、電気保安協会の指摘によ
ると引込みの高圧ケーブルがかなり劣化している
ことから更新を実施しました。また、キュービク
ル内部の高圧機器類にも劣化が認められ、劣化部
分の機器類の更新を実施しました。キュービクル
の外板には錆が認められ、塗装もかなり劣化して
いるために全面的に再塗装することとしました。
更新工事での最大の難関は停電でした。約 12 時
間の停電が必要で、可搬式の発電機を 3 台用意し、
トラックに搭載されたまま運転し、仮設ケーブル
配線による最小限の電源供給を行いました。
　ナースコールやインターホーンをはじめとする
弱電設備や防災設備については、劣化しているも
ののみ今回の更新対象としました。

4. 病院設備の今後のリニューアルについて

　今回の事例は 7 年前のものですが、現在もリ
ニューアル手法は大きく変わらないと思われま
す。ただし、現時点では省エネルギーの社会的な
要請の強まりとともに技術面での向上が進んでい
るため、以下の項目について導入検討が必須にな
ると思われます。
　・コジェネレーション設備の導入
　・空調設備のガスヒートポンプ（GHP）や
　　電気ヒートポンプ（EHP）方式への変更
　・LED 照明器具の導入
　・ソーラー発電の導入
　・災害時にも運転が持続可能な設備の導入
等の検討を加え、既存のまま更新するのではなく、
改良・改善を加えた更新手法も必要です。省エネ
ギーに対してはさまざまな補助金もあり、イニ
シャルコストの低減も計ることが可能です。クラ
イアントにとってはイニシャル・ランニングとも
に負担低減につながり、社会的には省エネルギー
が実現される意義ある提案を行っていくことが大
切だと考えます。
　この事例では、リニューアルから 10 年以内に
病院の移転または建替えが前提となっていたた
め、リリーフ的なリニューアルと位置づけられて
いたことが特徴としてあげられます。現在、この
病院は建替えが決定していますが、こうした事例
は今後も多くなるものと考えます。
　マクロレベルでの設備の技術革新のスピードや
災害等による社会・経済情勢の変化、ミクロレベ
ルでの更なる機能更新やレイアウト変更への対応
を考慮に入れると、設備機器の寿命が概ね 15 年
と言われているなかで、多少のコストアップを生
ずるとしても先 10 年程度を読みながらリニュー
アルの計画を進めていくことが最も正しいと思わ
れます。それが私たちプロとしての基本的な心構
えだと考えます。

テクノロジー Technology

病 院 設 備 の リ ニ ュ ー ア ル 事 例
−信頼性・省エネ性・快適性を追求する−

田中一男
田中一男
建築設備士
1944年	京都市生まれ
1967年	神戸大学工学部建築学科卒業
1967年	㈱建材社（現㈱大気社）入社
1970年	㈱建材社を退社、
	 ㈱東洋設計事務所に入社
1977年	㈱東洋設計事務所を退社、
	 ㈲GE設備計画を創立
2012年	㈲GE設備計画を、㈱GE設備計

画に改組、現在に至る

215FCU⑴完了

中央待合FCU⑵撤去前

中央待合FCU⑵完了

機器搬入クレーン⑴

吸収式搬入⑴

215FCU⑴撤去前

2F浴室FAN⑴撤去前

2F浴室FAN⑴完了

2F廊下FAN撤去前

2F廊下FAN完了
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菱屋西の家 設計：吉村篤一＋建築環境研究所
施工：伊藤嘉材木店

ひと昔前の標準世帯の家族構成は夫婦 2 人＋子供 2 人であり、子供たち
の個室をそれぞれ設けるというのが理想である時期もあった。しかし私
たちが個人住宅を設計する機会が増加する頃には必ずしもそうではな
く、子供が小さい時期はフリーな空間にしておくことの方が大切ではな
いかという提案をし、それが受け入れられることが多くなってきた。
この住宅もそういった考えにより、2 階の子供たちのスペースを間仕切
りなしの広々した空間として自由に使えるようにしている。上の写真が
2 人の子供たちのためのスペースで、インナーバルコニーもあり外部と
のつながりや、小さな吹抜けを通じてリビングの気配も感じられる。

所 在 地：大阪府東大阪市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2012.1
構造規模：木造
　　　　　地上 2 階建
敷地面積： 168.96㎡
建築面積：74.54㎡
延床面積：134.94㎡
写　　真：大島勝寛

上池田の家 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：ケイアイエス

歴史深い池田市の中で約 85%が都市計画道路内という本敷地。
隣地は神社で大きなくすの木がそびえ荘厳な雰囲気であるが、前面道路
は交通量が多い。
二世帯住宅への建替という床面積が必要な要望を踏まえ、法規制めいっぱ
いまでマスヴォリュームを確保した。代償として外壁が敷地境界に近接してし
まう。住まいとしてのプライバシーと空気の流れ、周囲景観を考慮して、開
口部の位置を推敲し、さらにルーバーでファサード開口を覆うことを提案した。
二世帯住宅として 2 階、3 階に各世帯の独立性を確保し、1 階を共有す
る開放空間として和室と水盤を設けている。

所 在 地：大阪府池田市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2012.6
構造設計：満田衛資構造
　　　　　計画研究所
構造規模：木造
　　　　　地上3階建
敷地面積：119.21㎡
建築面積：71.94㎡
延床面積：211.68㎡
写　　真：喜多　章
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受講料　12,000円（テキスト代別）
定員　150名
問合・申込　（一財）日本建築防災協会
　　　　　  Tel.03-5512-6451
　　　　　  http://www.kenchiku-bosai.
　　　　　  or.jp/workshop/index.html

講習会「コンクリート充填鋼管構造
設計ガイドブック」（大阪開催）

本講習会はコンクリート充填鋼管構造設計
ガイドブックの内容について説明を行います。
日時　１０月５日（金）　13：00～17：00
会場　大阪科学技術センター4階401号室
　　　大阪市西区靱本町1-8-4 
定員　130名
受講料　大阪士会会員10,000円（テキスト代含）
問合　㈳日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538
　　　http://www.aij.or.jp/

風災害フォーラム「強風災害の変遷と教訓」
〜北関東竜巻の衝撃

（一社）日本風工学会では2011年に「強風
災害の変遷と教訓」を出版し、これまでの強
風被害の特徴と被害低減の取り組みをまとめ
ました。今回、この出版物をテキストとして、各
分野の専門家が強風被害を分かり易く解説
する風災害フォーラムを大阪で開催します。
主催　（一社）日本風工学会
日時　10月10日（水）　13：00～17：00
会場　大阪市立大学文化交流センター
　　　大阪市北区梅田1-2-2-600
　　　大阪駅前第2ビル6階
講師　九州大学 前田潤滋教授はじめ14名
定員　100名（先着事前申し込み制）
参加費　4,000円（テキスト代、前払い制：当日
　　　　　　　　 テキストをお渡しします）
申込　日本風工学会風災害研究会
　　　幹事　野田稔
　　　（徳島大学大学院ソシオテクノサイエン
　　　  ス研究部エコシステムデザイン部門）
　　　Tel/Fax.088-656-7323
　　　E-mail:wind_disaster@jawe.jp

東洋陶磁美術館
開館30周年記念企画展

「白磁を飾る青―朝鮮時代の青花」

500余年の長きにわたる朝鮮王朝時代に製
作された「青花白磁」約40点をもとに、同時
代の漆器なども合わせて展示し、独自の美を
創出し発展を遂げた「青花」の魅力を紹介し
ます。さらに、本展に併せて、館蔵品の平常
展においても数多くの青花を展示します。
会期　開催中～10月14日（日）
時間　9：30～17：00（入館は閉館30分前まで）
休館日　月曜日（9/17、10/8は開館）、　　
　　　　9/18、10/9
観覧料　一般600円
会場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　大阪市北区中之島1-1-26
問合　Tel.06-6223-0055
　　　http://www.moco.or.jp

近代建築探訪

明治以降に建てられた近代建築や建造物を幻燈
（スライド）で学び、現地探訪等もふくめて建
築の立場から近代日本の歴史を探る講座です。
期間　9月～12月（計8回）
曜日　第2、第4火曜日
時間　13：30～15：00
会場　薬業年金会館
講師　柴田正己（明治建築研究会代表）
定員　約30名
受講料　12,000円（8回）
※現地探訪の交通費等は別途実費負担
問合・申込　総合企画 澪標
　　　　　  Tel.06-6944-0869

自立循環型住宅設計講習会
準寒冷地版（大阪開催）

主催　（一財）建築環境・省エネルギー機構
日時　9月12日（水）　10：00～18：00
会場　大阪国際会議場1202
　　　大阪市北区中之島5-3-51
講師　自立循環型住宅開発委員会第3フェー
　　　ズの研究に係わった、国・公共の研究
　　　機関・大学の先生の有識者など。
受講料　12,000円（テキスト代含）
定員　80名
問合・申込　（一財）建築環境・省エネルギー機構
　　　　　  Tel.03-3222-6946

H24年度OCT建築設計学科作品展示会

今年度入学した1年生の成長を社会に開く作
品企画展示会を開催します。また、作品展イ
ベントとして、本校講師である建築家と学生
によるトークイベントも合わせて開催します。
主催　大阪工業技術専門学校
会期　9月15日（土）～17日（月・祝）
　　　10：00～18：00（最終日は16：00まで）
　　　トークイベント　9月16日（日） 18：00～
会場　OKTギャラリー3F
　　　大阪市城東区今福南1-3-21-3
参加費　入場無料
問合　大阪工業技術専門学校
　　　Tel.06-6352-0091

実務者のための「既存鉄骨造体育館
等の耐震改修の手引と事例」講習会

（大阪開催）

主催　（一財）日本建築防災協会
　　　（一財）建築研究振興協会
日時　9月27日（木）　9：50～17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11

建築士の会　東大阪
わくわく探検（駅前シリーズ）第12弾
近鉄奈良線若江岩田駅から花園公園へ

（若江岩田・花園周辺史跡巡りと施設見学）
11/10

東大阪市に在住又は在勤の会員の方を対象
に活動している「建築士の会東大阪」では、
毎年秋に、わくわく探検（駅前シリーズ）
を開催しています。昨年より、従来の史跡・
建物探訪に新しい企画「おとなの社会見学」
を加え、より充実した内容で開催致します。
今回は、高校ラガーマンのメッカである近鉄
花園ラグビー場のバックヤード及び花園公
園地下治水施設の見学もコースに組み入れ
ています。建築士の方はもちろん、一般の
方にも充分満足して頂けると思っております。
途中恒例の賞品の当たるクイズなどのアト
ラクションも御用意しています。
皆様のご参加をお待ちしております。
日程　11月10日（土）
集合　近鉄奈良線若江岩田駅改札口
解散　花園公園
スケジュール
　9：00　受付開始
　9：15　散策出発
　12：15　クイズの解答、賞品授与
　12：30　解散
募集　50名（申し込み先着順）
参加費　会員1000円　会員外1500円
※参加証は実施1週間前に出状します。

第32回 近畿建築祭（奈良大会）開
催のご案内

主催　近畿建築士会協議会・
　　　㈳奈良県建築士会
開催日時　12月1日（土）　10：00～17：00
　　　　　（式典・分科会）
　会場　橿原神宮会館
　　　　奈良県橿原市久米町934番地　
　参加費　3,000円（登録費、分科会参加費、
　　　弁当代、おみやげ、見学等入場料含む）
スケジュール　　

【第1部　式典・講演会】
　10：00～　受付
　10：30～　式典
　・開会宣言
　・開催地会長挨拶　　
　　奈良県建築士会会長　福本良平
　・協議会会長挨拶　　
　　京都府建築士会会長　衛藤照夫
　・来賓祝辞
　・会旗引き継ぎ　　　
　・次期開催地会長挨拶　
　　大阪府建築士会会長　岡本森廣
　10：55～　運営説明
　11：00～　記念講演　　
　　　　　　桜井市纒向学研究センター所長
　　　　　　寺沢　薫
　　　　　　テーマ「王権誕生―日本国家
　　　　　　の起源を探るー」　
　12：00～　昼食休憩（会場内で）

【第2部　分科会（エクスカーション）】
　13：00～　バスにて分科会へ参加
・Aコース　談山コース　

橿原神宮駐車場→明日香→談山神社（藤
原氏ゆかりの寺／重要文化財の17棟の建

屋外広告物適正化旬間
屋外広告物は許可手続きが必要です（堺市）

9 月 1 日～ 10 日は「屋外広告物適正化旬
間」です。屋外広告物とは、小さなものは
はり紙から大きなものは看板まで、一定の
期間にわたって屋外に表示されるものを言
います。屋外広告物を無秩序に設置すると、
まちの美観や風致を損なうだけでなく、経
年劣化や強風等により落下や倒壊等を招き
通行人等に危害を及ぼす恐れもあります。
このようなことから、堺市では、堺市屋外
広告物条例を制定し、設置に関する許可基
準を設けていますので、広告主等は必要な
許可手続きをおこなったうえで設置し、適
切に維持管理を行うなど、まちの美観と安
全の維持にご協力頂くようお願いします。
問合　堺市建築都市局都市計画部都市景観室
　　　Tel.072-228-7432　　
　　　http://www.city.sakai.lg.jp/city/　
　　　info/_toseibu/tokan/index.html

屋外広告物講習会
堺市で屋外広告物講習会を開催

屋外広告業に携わる方、屋外広告物の点検
を行う方等を対象に屋外広告物講習会（3
科目）を開催します。
日時　11月7日（水）　9：45～17：00
会場　堺市民会館4階大集会室
　　　堺市堺区翁橋町2丁1-1
申込方法　都市景観室、市役所市政情報セン

ター、区役所市政情報コーナーにある
申込書で郵送か直接都市景観室へ。

申込期間　9月3日（月）～10月5日（金）
　　　　　（先着100名。当日消印有効）。
受講料　1科目2,000円
　　　　（別途テキスト代が必要）。
問合　堺市建築都市局都市計画部都市景観室
　　　Tel.072-228-7432
　　　http://www.city.sakai.lg.jp/city/　
　　　info/_toseibu/tokan/index.html

造物／日本で唯一の木造十三重塔の拝観）
→近鉄大和八木駅→近鉄橿原神宮前駅

・Bコース　古代寺院コース
橿原神宮駐車場→飛鳥寺（596年蘇我馬
子創建の日本最古の寺）→奈良文化財研究
所飛鳥資料館（山田寺東回廊遺構や、高松
塚古墳出土品などを展示）→山田寺跡（蘇我
倉山田石川麻呂発願の寺跡）→春日神社→
近鉄大和八木駅→近鉄橿原神宮前駅

・Cコース　飛鳥藤原古代宮殿めぐり
橿原神宮駐車場→藤原京跡（日本初の本格
的な都城／藤原京資料室にてジオラマ見学
と大極殿跡など散策）→飛鳥水落遺跡（中大
兄皇子によって、671年に造られた日本最古
の水時計の跡）→岡天理教前バス停→飛鳥
板蓋宮跡（7世紀中頃に皇極天皇が営んだ
宮跡）→亀型石造物→近鉄橿原神宮前駅

【歩行距離　約0.6Km】
・Dコース　万葉集Aコース　　　　　　

橿原神宮駐車場→初瀬（下車）→山田酒店／
茶房初瀬路（登録有形文化財）→長谷寺（拝
観）→豊森駐車場（乗車）――（長谷ダム経
由）→近鉄大和八木駅→近鉄橿原神宮前駅

【歩行距離　約1.4Km】
・Eコース　万葉集Bコース　　　　　

橿原神宮駐車場→稲淵宮跡（河辺行宮／
史跡飛鳥稲淵宮殿跡碑／万葉歌碑）→石
舞台古墳（日本最大の方墳）→奥明日香（男
綱→飛び石→南淵請安墓）→栢森（雌綱）
→近鉄橿原神宮前駅

【歩行距離　約1Km】
・Fコース　万葉集Cコース　※健脚者向き

橿原神宮駐車場→大神神社―（山辺の道）→
狭井神社→大美和の杜（大和三山、二上山な
どを眺望）→檜原神社→ホケノ山古墳→箸墓
古墳→近鉄大和八木駅→近鉄橿原神宮前駅

【歩行距離5.1Km】
17：00頃　近鉄大和八木駅・橿原神宮前駅
　　　　　または会館　到着下車解散
定員　各コース40名　最小催行人数10名
申込方法　A～Fコースから第1希望、第2希望

を選択の上、お名前（フリガナ）、年
齢、性別と併せてご記入いただき、
9月12日（水）までに大阪府建築士
会事務局までFaxかメールでお申し
込みください。

※各コース共、定員を超えますと他のコースに変
更していただくことがございます。ご応募の際
は第2希望のコース名も必ずご記入ください。

※9月14日（金）以降のキャンセルにつきま
しては、参加費用の全額をお支払いいた
だきますのでご了承ください。

建築士のためのお茶会勉強会
9/19・25

建築士の礼儀作法のひとつとして、お茶の作
法を学ぶため毎月開催している勉強会です。
日時　9月19日、9月25日
　　　18：30～20：30頃まで
　　　（原則毎月第3水曜日及び第4火曜日）
費用　年会費6,000円+1回2,500円
　　　（年会費はキャンセル時の水屋料な
　　　どのため。但し途中入会の場合の年
　　　会費は年度末までの月数× 500 円
　　　となります。）
先生　藤井宗煕（そうき）先生

震災に備えるアイデア
記憶の継承　巡回作品展
〜大切な人を守るために〜

「記憶の継承」をテーマに、新たな震災に
どう対処し乗り越えていくか、防災や減災
の提案やアイデアを様々な視点で幅広く募
集し、たくさんのアイデアを寄せていただき
ました。そのお寄せいただいたアイデアを広
く皆様に知って頂き、今後の震災を考える
機会とするため、巡回展を企画しました。
主催　㈳大阪府建築士会・㈳大阪府建築士
　　　事務所協会・㈳日本建築家協会近畿
　　　支部・㈳日本建築協会
■堺市役所1階ホール
　9月10日（月）～9月13日（木）
　9：00～17：30
　展示数　30点
　共催　堺市役所
■NHK大阪放送局・大阪歴史博物館アトリウム
　9月18日（火）～9月26日（水）
　9：00～18：00
　展示数　270点
※但し、9/18は12時開場、9/26は16時終了

シニアサロン第45回例会
「ヴォ－リズの六甲山荘を見る」
9/20　CPD2単位

今回はヴォーリズの六甲山荘、ホールオブ
ホールズ（オルゴール博物館）、六甲ケー
ブル山上駅等を見学します。交通手段は観
光バスで梅田集合、梅田解散です。
現地での歩行距離を少なくするため、極力
バス移動を考えています。六甲山荘では石
焼ピザを賞味します。
解散後懇親会を予定しています。
日時　9月20日（木）　10：30集合
集合　大阪梅田第4ビル前
　　　（宝くじ売り場御堂筋沿い）
定員　40名
参加費　シニアサロン会員2,500円
　　　　士会会員3,000円　会員外3,500円
　　　　（入館料、ピザ代含む）
懇親会　会場未定（梅田界隈）、
　　　　費用は３,000円程度

昭和初期の電鉄会社によるまち
づくり第5回／阪神電気鉄道
10/4　CPD2単位

阪神電気鉄道の沿線住宅地の開発やまちづ
くりについて、これまでの事業のあゆみととも
に、写真や各種資料を交えながら紹介します。
日時　10月4日（木）　18：30～20：30
場所　大阪府建築士会会議室
テーマ　「阪神電鉄の沿線開発について」
講師　坂井一弘（阪神電気鉄道㈱不動産
　　　　　　　事業本部開発営業室課長）

定員　30名　　会費　500円（資料代等）
※参加申込をされた方は、勉強会当日直接
　お越しください。

平成24年度 建築士定期講習
10/24・11/22　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成 21 年度に建築士定期講習を
受講された方、及び平成 21 年度以前に建
築士試験に合格した建築士の方で建築士定
期講習をまだ受講していない方は、平成
24 年度中に当該講習の受講が必要です。
■講習日・会場
　日程　10月24日（水）、11月22日（木）
　時間　9：30～17：30（受付は9時より）
　会場　大阪府商工会館
　　　　大阪市中央区南本町4-3-6
　定員　各200名
■申込締切日・受講料
　10月24日（水）開催分：9月28日（金）申込
　書必着
　11月22日（木）開催分：10月26日（金）申
　込書必着
　※大阪での申込受付は郵送のみです。
　　必ず簡易書留郵便にてご送付ください。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
　受講料　12,900円（消費税含）
■申込先・申込書配布場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局
　※申込締切日まで営業時間内に随時配布
　　（無料）。
　※定員に達し次第、配布を終了します。
　※申込書はホームページからダウンロー
　　ドも可能です。
詳細　http://www.jaeic.or.jp/k_teiki-form_
　　　download_h24.htm

一級建築士　受験対策講習会
設計製図 模擬テストⅠ〜Ⅲ　9/22、9/29、10/6

設計製図 模擬テストⅠ～Ⅲ
　日程　Ⅰ： 9月22日（土）、Ⅱ：9月29日（土）、
　　　　Ⅲ：10月6日（土）
　時間　9：00～15：30（製図実習）
　　　　16：30～18：30（図面講評）
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　各回40名（申込先着順）
　受講料　各回とも会員・準会員  12,000円
　　　　　一般15,000円
※複数コースセット受講の場合、割引があります。
　詳細は本会HP申込ページでご確認下さい。
問合　本会事務局
詳細　http：//www.aba-osakafu.or.jp/　　
　　　examination/index.html

平成24年度既存木造住宅の耐震
診断・改修講習会《一般診断法講習会》
9/25・10/23・11/27・12/18　CPD5単位

日程　9月25日（火）、10月23日（火）、11月

　　　27日（火）、12月18日（火）
時間　11：00～16：30
会場　大阪YMCA国際文化センター
定員　いずれも200名（先着順かつ希望順
　　　の申込受付・定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,000円（2012年改訂版木造
　　　　　　住宅の耐震診断と補強方法）

平成24年度既存木造住宅の耐震
診断・改修講習会《限界耐力計算講習会》
10/11・12/7　CPD6単位

本講習会は、木造住宅の耐震診断・改修に
関係する技術者の方々が最新の技術を習得
され、今後の業務に活用されますよう、大
阪府マニュアルに基づいて行うものです。
日時　10月11日（木）、12月7日（金）
　　　各日共10：00～16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各100名（申込先着順）
受講料　会員6,000円　一般8,000円
テキスト代金　3,500円

建築士法にもとづく「建築技術講習会」
平成24年度 第3回〜コンクリート〜　
9/28　CPD3 単位［統括］

建築士法第 22 条の 4 第 5 項に基づき、平
成 24 年度第 3 回目の建築技術講習会を実
施します。本講習会は年6回のシリーズで、
効率よく広範囲の学習をしていただけるよ
う、各回の内容が異なります。
日時　9月28日（金）　13：30～16：15
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
内容　・RC造ひび割れの原因と対策
　　　・RC構造の高さへの挑戦
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　会員3,000円　一般5,000円
　　　　（テキスト代含）

福祉住環境コーディネーター2級
受験対策講座
9/16〜11/11
CPD各回6単位・模擬試験のみ4単位

11月25日（日）に実施予定の第29回検定試
験に向けて、2級受験対策講座を開催します。
日程　9月16日、9月23日、9月30日、10月14日、
　　　10月28日、11月11日（いずれも日曜日）
■建築基礎知識（希望者のみ）
　10月8日（月曜日・祝日）
■模擬試験のみ受講
　11月11日（日）
時間　10：00～17：00
　　　（模擬試験　13：00～17：00）
場所　大阪府建築士会会議室
定員　30名
受講料　会員30,000円、会員外38,000円
　　　　（建築基礎知識も受講：
　　　　 会員35,000円、会員外43,000円 
　　　　 模擬試験のみ：会員3,500円、
　　　　 会員外5,000円）

7月１日より本会ホームページが新しく生まれ変わりました。この建築人のINFORMATION情報も本会ホームページに掲載され、ホームページ
からも参加申し込みができるようになりました。（一部の催し企画を除く）　是非、本会ホームページへアクセスをしてみてください。

【大阪府建築士会ホームページ】　http://www.aba-osakafu.or.jp/
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Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加申込方法
FAX・メール・郵送で、催し名、
参加者名、会員 No、勤務先、参
加証送付先住所、同電話 &FAX
番号（自宅又は勤務先）を明記
の上、事務局までお送り下さい。
問合・申込
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。原
因
は
、話
題
提
供
者
へ
の
確

認
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
あ
り
、今
後
、再
発
防
止
の

た
め
の
チ
ェッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
所
存
で
す
。

 
大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
高
尚

　

だ
ん
じ
り
祭
で
有
名
な
岸
和
田
市
。
そ
の
中
心

部
に
今
も
気
品
高
く
佇
む
建
物
が
、
岸
和
田
市
立

自
泉
会
館
だ
。

　

設
計
は
初
代
大
阪
府
建
築
士
会
会
長
で
も
あ
る

渡
辺
節
氏
が
手
が
け
、
施
工
は
大
林
組
に
よ
る
。

施
主
は
南
海
電
鉄
や
岸
和
田
紡
績︵
現
ユ
ニ
チ
カ
︶

等
の
社
長
を
務
め
た
実
業
家
の
寺
田
甚
吉
。
自
邸

の
設
計
も
渡
辺
氏
が
手
が
け
、
そ
の
後
も
寺
田
氏

の
仕
事
に
関
わ
り
続
け
た
。

　

建
物
は
倶
楽
部
施
設
と
し
て
昭
和
七
年︵
一九
三
二

年
︶に
竣
工
。昭
和
一八
年
に
は
会
館
を
岸
和
田
市
に

寄
贈
、集
会
場
や
貴
賓
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

が
、終
戦
間
近
い
昭
和
一
九
年
に
金
属
供
出
に
よ
り

装
飾
金
具
類
を
失
う
。そ
の
後
数
度
の
改
修
等
を
経

て
、平
成
九
年︵
一九
九
七
年
︶に
は
国
の
登
録
有
形
文

化
財
の
登
録
を
受
け
た
。現
在
は
多
目
的
文
化
施
設

と
し
て
、音
楽
の
演
奏
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

幾
多
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
き
た
建
物
だ
け
が

放
つ
重
厚
な
存
在
感
。
建
築
士
の
価
値
が
問
わ
れ

る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
昭
和
六
年
竣
工
の
綿
業
会

館
と
合
わ
せ
て
見
て
ほ
し
い
ホ
ン
マ
も
ん
で
あ
る
。

正
副
会
長
会
議
報
告（
抜
粋
）　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時
：
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日
︵
月
︶

場
所
：
本
会
会
議
室

出
席
：
岡
本
会
長
、
上
田
・
西
・
中
・
濵
田
・
田

　
　
　

中
の
各
副
会
長
、
岡
崎
運
営
委
員
長

︵
１
︶ 

新
組
織
設
置
申
請
に
つ
い
て

＊
事
業
委
員
会﹁
運
営
五
部
門
﹂の
設
置
申
請

会
長
の
所
信
当
初
か
ら﹁
事
業
委
員
会
﹂に
お
い
て
旧

研
修・旧
会
員
会
勢
を
統
括
し
て
事
業
運
営
を
所
管

す
る
委
員
会
を
構
成
す
る
方
針
に
変
更
は
な
い
。

事
業
委
員
会
は
本
組
織
の
中
枢
で
あ
る
も
の
で
、各

分
科
会
等
の
隔
た
り
な
く
、ま
た
各
種
事
業
の
停
滞

な
く
、共
同
し
て
事
業
企
画
に
臨
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
す
る
。

＊
情
報
委
員
会﹁
図
書
Ｗ
Ｇ
﹂の
設
置
申
請

本
会
の
事
務
局
ス
ペ
ー
ス
縮
小
に
伴
い
、保
有
の
蔵
書
等

の
保
管・処
分
の
方
法
を
具
体
的
に
検
討・提
案
い
た
だ

く
も
の
で
、時
限
的
に
必
要
な
Ｗ
Ｇ
と
し
て
承
認
す
る
。

︵
２
︶ 

Ｈ
Ｐ
関
連
に
つ
い
て

＊
会
員
名
簿
の
Ｈ
Ｐ
掲
載

公
益
社
団
法
人
を
目
指
す
本
会
と
し
て
、会
員
を
Ｃ

Ｐ
Ｄ・専
攻
の
状
況
を
含
め
て
公
表
す
る
こ
と
は
、府

民
等
へ
の
ア
ピ
ー
ル
及
び
消
費
者
保
護
等
に
も
繋
が

り
有
益
で
あ
る
と
承
認
し
た
。

︵
３
︶ 

耐
震
部
会

＊﹁
自
主
行
動
基
準
﹂

大
阪
府
ま
ち
ま
る
ご
と
耐
震
化
支
援
事
業
登
録
の
た
め

に
耐
震
部
会
と
し
て
の
基
準
を
ま
と
め
た
も
の
を
検
討
し

承
認
し
た
。苦
情
処
理
等
の
対
応
ま
で
考
慮
す
る
と
、申

請
代
表
者
を
複
数
に
設
置
し
て
お
く
の
が
よ
い
と
し
た
。

︵
４
︶ 

公
益
移
行
に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て

大
阪
府
公
益
認
定
等
委
員
会
事
務
局
か
ら
住
ま
ち

安
全
課
を
介
し
て
確
認
事
項
二
〇
問
の
提
示
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
事
務
局
回
答
案
を
検
討
し
基
本
的
に

了
承
さ
れ
た
。安
全
課
と
の
協
議
を
経
て
回
答
す
る
。

建築人　９
　　　　　　　　　  　2012

監修　　社団法人大阪府建築士会　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　橋本頼幸

　　　　　　　　　　牧野高尚

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　

建
築
相
談
～
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
～

　
　

偽
造
建
築
士
事
件

文　

橋
本
頼
幸

　

先
日
偽
造
し
た
建
築
士
免
許
の
写
し
に
よ
っ
て
建

築
士
に
な
り
す
ま
し
て
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
、

業
務
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
事
件
が
発
覚
し
ま
し
た
。こ

う
い
っ
た
資
格
偽
証
は
ど
の
業
界
に
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
建
築
士
の
世
界
で
は
あ
ま
り
資

格
そ
の
も
の
を
チ
ェッ
ク
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。ご
承
知
の
通
り
建
築
士
は
、建
築
士
法
に

よ
り
設
計
と
工
事
監
理
に
つ
い
て
は
独
占
業
務︵
有
資

格
者
で
な
い
と
出
来
な
い
業
務
︶と
さ
れ
て
い
ま
す
。と

こ
ろ
が
実
際
に
建
築
士
が
建
築
士
で
あ
る
こ
と
を
意

識
す
る︵
免
許
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
︶の
は
建
築
確

認
申
請
や
設
計
監
理
契
約
の
際
の
重
要
事
項
説
明

の
時
で
、そ
れ
以
外
の
機
会
で
使
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。建
築
士
で
あ
る
と
名
乗
れ
ば
、そ
れ
を
疑

う
人
は
少
な
か
っ
た
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
う
い
っ
た

隙
間
を
悪
用
し
た
の
が
今
回
の
事
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
建
築
士
と
い
う
の
は
非
常
に
責
任
の
重
い
業

務
だ
と
常
々
感
じ
ま
す
。何
千
万
円
、何
億
円
も
の
建

物
の
設
計
監
理
を
建
築
主
に
代
わ
っ
て
預
か
り
、設
計

事
務
所・
施
工
者
の
立
場
の
差
は
あ
っ
て
も
、建
築
士

の
判
断
一つ
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
や
損
失
を
生
む
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。特
に
構
造
や
設
備
に
関
す
る
ミ
ス
や
不

具
合
は
、そ
の
建
物
を
使
う
人
の
生
命
や
身
体
に
危

害
を
加
え
る
場
合
も
あ
り
、そ
の
職
務
の
幅
広
さ
、責

任
範
囲
の
大
き
さ
は
、言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

構
造
計
算
偽
装
事
件
以
降
、様
々
な
建
築
関
連
法

規
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。建
築
士
法
も
そ
の一つ
で
、

建
築
士
の
定
期
講
習
制
度
、管
理
建
築
士
の
要
件
強

化
、重
要
事
項
説
明
の
義
務
づ
け
、再
委
託
制
限
、建

築
士
名
簿
の
閲
覧
制
度
な
ど
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た

り
、強
化
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

先
日
も
電
話
相
談
に
お
い
て
、不
動
産
業
者
か
ら
建

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

株式会社タツミ
『瓦風 -kaze-』
http://www.tatsumi-oni.co.jp/

取材：芳村隆史／建築情報委員会委員長

　淡路瓦は、江戸初期以来 400 年の歴史
を持ち、中でも淡路島の良質の粘土を活か
したいぶし瓦の生産量は日本一を誇りま
す。淡路瓦工業組合は、日本らしい感性あ
ふれるまちなみを全国に創り出すという夢
と意気込みを持っています。400 年の伝
統とこれからの挑戦を融合した『淡路瓦イ
ズム』を通し、これからの時代に必要とさ
れる瓦づくりに挑みます。

　今回はその『淡路瓦イズム』を実践して
いる株式会社タツミを訪問しました。株式
会社タツミは、兵庫県の伝統工芸品である
淡路鬼瓦の窯元として屋根材の「鬼瓦」や

「熨斗瓦」を製作していますが、伝統的な
屋根材の風格をそのままに、いぶし瓦に新

たな息吹を与えたコンセプトブランド「瓦
風 -kaze」を立ち上げました。「瓦 -kaze」
とは、伝統を受け継ぐ鬼師と呼ばれる鬼瓦
職人たちの手によってつくりあげられたい
ぶし瓦をベースとした瓦製品です。
　
　いぶし瓦は日本の風景には欠かせない存
在なのですが、現在の町並みにはこれらを
使った家屋が減少し、日本の原風景の良さ
が減少しているのが現状です。そこで株式
会社タツミでは、この新ブランド『瓦風
-kaze-』によるエクステリアやインテリア
製品を提案していくことで、より多くの方
にいぶし瓦に直に触れてもらい、その魅力
を感じて頂き、日本の景観の現状に目を向
けるきっかけとなって欲しいと考えました。

　また、株式会社タツミでは工場に併設し
たギャラリースペース「瓦廊 TATSUMI」
をオープンしました。いぶし瓦を活用した
さまざまな製品を見ることができます。お
近くにお寄りの際は、訪問してみて下さい。

　「新しい日本の伝統美」の素材をお探し
でしたら、是非、伝統ある淡路瓦にご相談
をください。きっと思いがけないヒントが
見つかるはずです。

PR2012.09 建築人

瓦ブロック施工例

瓦コースター ランプシェード -2

㈱タツミ興津祐扶常務取締役（右）と芳村

ランプシェード -1

鬼瓦製作風景
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神戸国際中学校・高等学校 河野記念アルモニホール　竹中工務店

　神戸特有の明石海峡や淡路島をのぞむ清閑な神戸市須磨の
丘陵地に位置する女子中高一貫の本校は、開校より今日に至る
まで、コンクリート打放しを基調とした素材美を有するキャンパ
ス計画がなされてきた。本計画は、講堂としても利用可能なバス
ケットコート1面分の体育館、そして教員室、倉庫、便所からなる
付属施設の計画である。体育館は機能上、周辺環境に対して閉
鎖的な空間になりがちであるが、今回は、木架構を取り入れるこ
とで、可能な限り豊かな周辺環境と呼応する建築を目指した。
　計画にあたり既存棟につながる南面はキャンパスの景観に配
慮し高さ6m、長さ46mのコンクリート壁、北側の豊かな生態系
を有する里山に対しては長大スパン20mの木架構とし対比的な
構成とした。構造形式も、北面を除く三方をコンクリート壁で水
平力を完全に負担し、木の屋根架構の水平剛性を高めること
で、北面の木柱は鉛直荷重のみを負担するように計画し、空間
構成と合致したものとした。
　木架構の北面に十分な開口を設けることで、夏の北からの心
地よい風がふき、法面にリバウンドした安定した光で満たされ、
外部にあふれる里山の緑へとつながってゆく場を実現している。
　視覚的な連続性のみならず、光や風といった自然環境の面で
も、また構造形式、動線計画においても周辺環境を最大限読み
解いた、多様な選択性もつ、環境に開かれた建築である。

撮影：稲住泰広（表紙・上）・母倉知樹（下）

完成年月：2011年5月
構造規模：RC＋W造　地上1階
敷地面積：47659.65㎡
建築面積：848.07㎡
延床面積：742.95㎡

■建物データ
建 築 主：学校法人 睦学園
設　　計：株式会社 竹中工務店
施　　工：株式会社 竹中工務店
所 在 地：神戸市須磨区高倉台7-21-1
用　　途：体育館・講堂


